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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の壁面の前面に配置され、植物が植栽される箱状のプランター本体と、
　前記プランター本体の下方に、前記プランター本体の底部と略平行に配置され、前記プ
ランター本体の底部から排出される余剰の培養液を回収する水平排水管と、を備え、
　前記プランター本体は、
　底面に穿設し、底面の長手方向に沿って延びる排水溝と、
　前記排水溝の底面から貫通した複数の排水孔と、
　底面に形成し、前記排水溝に向かって下り傾斜した傾斜面と、
　培養土が積載されると共に、前記排水溝を塞がない状態で、前記プランター本体の底面
に敷設した通水性を有する排水マットと、
　前記プランター本体の底部の両側から突出する一組の支持脚片と、
を有し、
　前記水平排水管は、余剰の培養液を導水できるように、複数の前記排水孔と直結してお
り、
　前記支持脚片の一方は、前記水平排水管を前記プランター本体の前面から視認困難に覆
っている、
壁面緑化用プランター。
【請求項２】
　前記排水孔に嵌合し、下端部側が前記プランター本体の底面から突出した鉛直排水管を
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更に備え、
　前記水平排水管は、前記鉛直排水管の下端部側と接続自在な接続口を開口している、請
求項１記載の壁面緑化用プランター。
【請求項３】
　培養液を前記プランター本体に散水できる散水管を更に備えている、請求項１又は２記
載の壁面緑化用プランター。
【請求項４】
　前記プランター本体に植栽した植物がつる植物からなり、
　前記つる植物が登攀できる緑化柵を隣接配置している、請求項１から３のいずれかに記
載の壁面緑化用プランター。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁面緑化用プランターに関する。特に、直射日光から建物を遮蔽するために
、建物の壁面に沿って縦横に配置した壁面緑化用プランターであって、プランターに植栽
した植物の根の成長に起因する排水孔の詰りを抑制することで、プランターの培養土に供
給した培養液を速やかに回収できると共に、この培養液を円滑に循環できる、壁面緑化用
プランターの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、建物の外壁に植物を植える壁面緑化がヒートアイランド現象の緩和及び省エ
ネルギー化に役立つとして、注目されている。又、建物の外壁に沿って植物を配置するこ
とで、自然木などが少ない都市部の景観を向上できる。このような壁面緑化には、例えば
、植物を植栽したプランターを建物の壁面に沿って縦横に配置した、ユニット式壁面緑化
工法が提案又は実施されている。
【０００３】
　ユニット式壁面緑化工法は、つる植物以外でも建物の壁面を覆うことができ、プランタ
ーなどに植栽する植物の種類に比較的制約が少ないという特徴がある。又、ユニット式壁
面緑化工法は、灌水などを自動化することが容易であり、一部の植物が枯渇しても、植物
を育成したプランターを交換することで、景観を維持できるというメリットがある。
【０００４】
　プランターなどを用いて植物を栽培する、いわゆる、鉢植えは、自然の土地又は施肥し
た畑で植物を栽培する土耕栽培と比べて、多くは人工的培養土を使用するので、土壌病害
を低減できる、と言われている。
【０００５】
　高設栽培は、地面より高い位置に棚を組み、棚に載置したプランターで苺などの作物を
栽培している。高設栽培は、作物を腰の高さで収穫できるので、作業負担を軽減できると
いう、メリットがある。又、高設栽培用のプランターには、ピートモス又はもみ殻などの
人工的培養土を使用するので、土壌病害の心配を少なくできるという、利点がある。
【０００６】
　一方、高設栽培は、苺などの作物の根が成長すると、プランターの底部に設けた排水路
を詰まらせて、病害を引き起こす細菌の温床になる心配がある。このため、排水路の詰り
を抑制する高設栽培装置が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　又、プランターを低コスト化でき、滞水による根腐れを防止して根の活性を高めると共
に有機物を含む排液を再利用できる果菜類栽培用プランターが開示されている（例えば、
特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００８】
【特許文献１】特開２０１１－１０１６２９号公報
【特許文献２】特開２００１－１４５４２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　図８は、従来技術による高設栽培装置の構成を示す縦断面図である。図９は、従来技術
による高設栽培装置に備わるプランターの構成を示す拡大縦断面図である。なお、本願の
図８と図９は、特許文献１の図２と図３に相当している。
【００１０】
　図８又は図９を参照すると、従来技術による高設栽培装置８は、箱状のプランター８１
と支持台８２を備えている。プランター８１には、苺などの作物Ｓｂを植栽している。プ
ランター８１は、作物Ｓｂを栽培するための培養土Ｓｆを内部に収容している。支持台８
２は、複数のパイプ部材で骨組みしている。支持台８２には、プランター８１を載置でき
る。
【００１１】
　図８又は図９を参照すると、支持台８２は、一対の長尺の桟木８２１・８２１を備えて
いる。桟木８２１は、半円弧状の溝８２ｄを底面に形成している。又、支持台８２は、一
対の長尺の支持パイプ８２ｐ・８２ｐを備えている。
【００１２】
　図８又は図９を参照すると、一対の支持パイプ８２ｐ・８２ｐは、支持台８２の長手方
向に沿って、略平行かつ水平状態に支持台８２に固定されている。支持パイプ８２ｐには
、桟木８２１の溝８２ｄに嵌合でき、一対の桟木８２１・８２１を所定の間隔を設けて配
置できる。そして、一対の桟木８２１・８２１は、プランター８１を底部側から支持でき
る。
【００１３】
　図８又は図９を参照すると、プランター８１は、上面を開口した凹部８１１を形成して
いる。凹部８１１には、通水性を有する防根シートＳｒを介して、培養土Ｓｆを収容でき
る。又、凹部８１１には、方形の排水溝８１２を底部に形成している。プランター８１は
、その外壁から凹部８１１の内壁及び排水溝８１２の内壁に至るまで、防水シートＳｐで
覆われている。
【００１４】
　図８又は図９を参照すると、プランター８１は、一対の帯板状の電熱線テープ８３・８
３を内部に備えている。一対の電熱線テープ８３・８３は、凹部８１１の斜面上に配置さ
れている。一対の電熱線テープ８３・８３は、プランター８１の長さ方向に沿って、防水
シートＳｐに貼着されている。又、一対の電熱線テープ８３・８３は、防根シートＳｒで
覆われている。
【００１５】
　図８又は図９を参照して、一対の電熱線テープ８３・８３を通電すると、防根シートＳ
ｒを介して、培養土Ｓｆを加熱できる。高設栽培装置８は、培養土Ｓｆを直接加熱してい
るので、培養土Ｓｆを効率良く温度管理できる、としている。
【００１６】
　図８又は図９を参照すると、プランター８１は、封鎖板８４と一対の支持板８５・８５
を内部に更に備えている。封鎖板８４は、防水シートＳｐを介して、凹部８１１の上部を
覆っている。培養土Ｓｆに液体肥料を供給すると、封鎖板８４と防水シートＳｐの隙間か
ら、過剰の液体肥料を排水溝８１２に導水できる。
【００１７】
　図８又は図９を参照すると、一対の支持板８５・８５は、防水シートＳｐを介して、そ
れらの一辺を排水溝８１２の隅部に配置している。又、一対の支持板８５・８５は、それ
らの他辺を互いに重ね、封鎖板８４の中央部を封鎖板８４の裏面から支持している。これ
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により、培養土Ｓｆの重量で封鎖板８４が排水溝８１２に落下しないように、封鎖板８４
を支持できる。
【００１８】
　図８を参照すると、高設栽培装置８は、プランター８１の上方に給水管８６を配置して
いる。給水管８６は、プランター８１に液体肥料を供給できる。これにより、プランター
８１は、苺などの作物Ｓｂを育成できる。
【００１９】
　図８又は図９を参照すると、従来技術による高設栽培装置８は、排水溝８１２が防根シ
ートＳｒを介して封鎖板８４で封鎖されていると共に、封鎖板８４が一対の支持板８５・
８５で支持されているので、網状パイプなどの排水管を用いた場合と比べて、排水路の詰
りを抑制できる、としている。
【００２０】
　図１０は、従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視断面図である。図
１１は、従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視図である。図１２は、
従来技術による果菜類栽培用プランターに備わる多孔板の構成を示す斜視図である。
【００２１】
　図１３は、従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視断面図であり、内
部に多孔板を配置した状態図である。図１４は、従来技術による果菜類栽培用プランター
の構成を示す斜視図であり、果菜類栽培用プランターを保持板の上に載置した状態図であ
る。なお、本願の図１０から図１４は、特許文献２の図１から図５に相当している。
【００２２】
　図１０から図１４を参照すると、従来技術による果菜類栽培用プランター（以下、プラ
ンターと略称する）９は、箱状のプランター本体９１と多孔板９２を備えている。プラン
ター本体９１は、発泡スチロールなどの発泡合成樹脂からなることが好ましく、軽量で低
コストのプランターを提供できる。
【００２３】
　図１０又は図１３を参照すると、プランター本体９１は、一対の傾斜面９１ｓ・９１ｓ
を底面に形成している。これらの傾斜面９１ｓ・９１ｓは、プランター本体９１の底面の
中央部に向かって下り傾斜している。又、プランター本体９１は、複数の排水孔９１ｈを
底面の中央部に開口している。これらの排水孔９１ｈは、底部に向かって貫通している（
図１０参照）。
【００２４】
　図１０又は図１３を参照すると、プランター本体９１は、複数の支持脚９１ｆを底部か
ら突出している。プランター本体９１の底部に複数の支持脚９１ｆを設けることで、複数
の排水孔９１ｈを封鎖することなく、プランター本体９１を設置できる。
【００２５】
　図１０を参照すると、プランター本体９１は、段差９１ｄを内壁に形成している。図１
３を参照して、多孔板９２をプランター本体９１の内部に収容し、多孔板９２の周縁が段
差９１ｄに当接することで、多孔板９２の中央部がプランター本体９１の底面に略当接す
ることなく、多孔板９２をプランター本体９１の内部に保持できる（図１３参照）。
【００２６】
　図１２又は図１３を参照すると、多孔板９２は、多数の排水小孔９２ｈを開口している
。これらの排水小孔９２ｈは、多孔板９２の一方の面から他方の面に向けて貫通している
。又、多孔板９２は、複数の円柱状の支持脚９２ｆを多孔板９２の他方の面から突出して
いる。これらの支持脚９２ｆは、排水小孔９２ｈを塞がない位置に配置されることが好ま
しい。又、多孔板９２は、発泡スチロールなどの発泡合成樹脂からなることが好ましい。
【００２７】
　図１３を参照して、多孔板９２をプランター本体９１の内部に収容した状態では、プラ
ンター本体９１の底面は、複数の支持脚９２ｆが到達しない空間を中央部に形成できる。
これにより、プランター本体９１の底面に流下した排水を排水孔９１ｈに円滑に導水でき
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る。
【００２８】
　図１４を参照すると、プランター９は、保持板９３に載置されている。保持板９３には
、上部を開口した排水樋９４を配置している。プランター９は、排水樋９４を跨ぐように
、保持板９３に載置されている。
【００２９】
　図１４を参照すると、排水樋９４は、プランター９の排水孔９１ｈから排出される排水
を受容でき、適当な一個所に集中的に導くことができる。これにより、プランター９から
流出た排水は周囲に散逸することなく集中的に集められ、必要に応じて、排水中に含まれ
ている有機物を回収して再使用に供することができる。
【００３０】
　図１０又は図１３を参照すると、以上のようなプランター９を用いて、プランター９の
内部に培養土を投入することで、なす、又はトマトなどの果菜類を栽培できる。従来技術
による果菜類栽培用プランターは、軽量で取り扱いの簡易な栽培ができ、余分な水分を排
除し、根腐れを起こすことなく、栽培効率を向上できる、としている。
【００３１】
　又、従来技術による果菜類栽培用プランターは、プランター本体９１の内側及び外側を
適宜に、合成樹脂フィルムで覆い、多孔板９２の上に防根シートなどを敷いた後に、培養
土を投入することもできる、としている。
【００３２】
　植物を植栽したプランターを建物の壁面に沿って縦横に配置した壁面緑化装置において
は、植物が成長するために必要な養分を含んだ水、すなわち、培養液を循環させるように
構成することが好ましい。又、壁面緑化装置用のプランターは、培養土に吸収されなかっ
た余剰の培養液を速やかに回収することが求められている。
【００３３】
　しかし、図８又は図９を参照すると、特許文献１によるプランター８１は、作物Ｓｂを
育成するための液体肥料を十分に供給でき、排水路の詰りを抑制できるが、回収した余剰
の液体肥料を循環可能に構成されておらず、壁面緑化装置用のプランターに植栽した植物
を成長させ続けるためには、養分が不足する心配がある。
【００３４】
　図１０から図１４を参照すると、特許文献２によるプランター９は、培養土に吸収され
なかった余剰の水分を速やかに回収でき、排水中に含まれている有機物を回収して、この
水を再使用に供することができると、しているが、回収した余剰の培養液を循環可能に構
成されておらず、壁面緑化装置用のプランターに植栽した植物を成長させ続けるためには
、養分が不足する心配がある。
【００３５】
　又、図１０から図１４を参照すると、特許文献２によるプランター９は、屋外に設置す
ると、排水樋９４には異物が混入し易く、排水の集中箇所では目詰まりが発生すると心配
がある。
【００３６】
　直射日光から建物を遮蔽するために、建物の壁面に沿って縦横に配置した壁面緑化用プ
ランターであって、プランターに植栽した植物の根の成長に起因する排水孔の詰りを抑制
することで、プランターの培養土に供給した培養液を速やかに回収できると共に、この培
養液を円滑に循環できる、壁面緑化用プランターが求められている。そして以上のことが
本発明の課題といってよい。
【００３７】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、建物の壁面に沿って縦横に配
置した壁面緑化用プランターであって、プランターに植栽した植物の根の成長に起因する
排水孔の詰りを抑制でき、これらのプランターに培養液を円滑に循環できる、壁面緑化用
プランターを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００３８】
　本発明者らは、プランター本体の長手方向に沿って延びる排水溝と、排水溝に向かって
下り傾斜した傾斜面をプランター本体の底面に設けると共に、プランター本体の底面に排
水マットを敷設し、排水溝に貫通した複数の排水孔をプランター本体の底部に配置した水
平排水管に直結することで、排水孔の詰りを抑制できると共に、培養液を円滑に循環でき
ると考え、これに基づいて、以下のような新たな壁面緑化用プランターを発明するに至っ
た。
【００３９】
　（１）本発明による壁面緑化用プランターは、建物の壁面の前面に配置され、植物が植
栽される箱状のプランター本体と、前記プランター本体の下方に、前記プランター本体の
底部と略平行に配置され、前記プランター本体の底部から排出される余剰の培養液を回収
する水平排水管と、を備え、前記プランター本体は、底面に穿設し、底面の長手方向に沿
って延びる排水溝と、前記排水溝の底面から貫通した複数の排水孔と、底面に形成し、前
記排水溝に向かって下り傾斜した傾斜面と、培養土が積載されると共に、前記排水溝を塞
がない状態で、前記プランター本体の底面に敷設した通水性を有する排水マットと、を有
し、前記水平排水管は、余剰の培養液を導水できるように、複数の前記排水孔と直結して
いる。
【００４０】
　（２）前記排水孔に嵌合し、下端部側が前記プランター本体の底面から突出した鉛直排
水管を更に備え、前記水平排水管は、前記鉛直排水管の下端部側と接続自在な接続口を開
口していることが好ましい。
【００４１】
　（３）本発明による壁面緑化用プランターは、養液を前記プランター本体に散水できる
散水管を更に備えていることが好ましい。
【００４２】
　（４）本発明による壁面緑化用プランターは、前記プランター本体に植栽した植物がつ
る植物からなり、前記つる植物が登攀できる緑化柵を隣接配置していることが好ましい。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明による壁面緑化用プランターは、プランター本体の底面の長手方向に沿って延び
る排水溝と、排水溝に向かって下り傾斜した傾斜面をプランター本体の底面に設けると共
に、プランター本体の底面に排水マットを敷設し、排水溝に貫通した複数の排水孔をプラ
ンター本体の底部に配置した水平排水管に直結することで、排水孔の詰りを抑制できると
共に、水平排水管に異物が混入することなく、培養液を円滑に循環できる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の一実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す斜視図である。
【図２】前記実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す斜視分解組立図であり、
プランター本体の要部を縦断面で示した状態図である。
【図３】前記実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す縦断面図であり、プラン
ター本体の内部に培養土を収容した状態図である。
【図４】前記実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す縦断面図であり、架台を
用いて、壁面緑化用プランターを高さ方向に二段に配置した状態図である。
【図５】前記実施形態による壁面緑化用プランターを縦横に配置した壁面緑化装置の構成
を示す正面図である。
【図６】前記実施形態による壁面緑化用プランターを縦横に配置した壁面緑化装置の構成
を示す斜視分解組立図である。
【図７】前記実施形態による壁面緑化用プランターを縦横に配置した壁面緑化装置の構成
を示す正面図であり、つる植物を登攀可能な緑化柵を架台から取り外した状態図である。
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【図８】従来技術による高設栽培装置の構成を示す縦断面図である。
【図９】従来技術による高設栽培装置に備わるプランターの構成を示す拡大縦断面図であ
る。
【図１０】従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視断面図である。
【図１１】従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視図である。
【図１２】従来技術による果菜類栽培用プランターに備わる多孔板の構成を示す斜視図で
ある。
【図１３】従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視断面図であり、内部
に多孔板を配置した状態図である。
【図１４】従来技術による果菜類栽培用プランターの構成を示す斜視図であり、果菜類栽
培用プランターを保持板の上に載置した状態図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための形態を説明する。
　［壁面緑化用プランターの構成］
　最初に、本発明の一実施形態による壁面緑化用プランターの構成を説明する。
【００４６】
　図１は、本発明の一実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す斜視図である。
図２は、前記実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す斜視分解組立図であり、
プランター本体の要部を縦断面で示した状態図である。
【００４７】
　図３は、前記実施形態による壁面緑化用プランターの構成を示す縦断面図であり、プラ
ンター本体の内部に培養土を収容した状態図である。図４は、前記実施形態による壁面緑
化用プランターの構成を示す縦断面図であり、架台を用いて、壁面緑化用プランターを高
さ方向に二段に配置した状態図である。
【００４８】
　（全体構成）
　次に、本発明の一実施形態による壁面緑化用プランターの全体構成を説明する。図１か
ら図４を参照すると、本発明の一実施形態による壁面緑化用プランター（以下、プランタ
ーと略称する）１０は、プランター本体１と水平排水管２を備えている。プランター本体
１は、合成樹脂などで成形することが好ましい。水平排水管２は、腐食に強い塩化ビニル
管で構成している。
【００４９】
　図４を参照すると、プランター本体１は、後述する架台１Ｒを用いて、建物の壁面Ｗｅ
の前面に配置できる。図３を参照すると、プランター本体１は、培養土Ｓｆを内部に収容
し、植物を植栽できる。図３又は図４を参照すると、プランター本体１は、散水管１１ｐ
から内部の培養土Ｓｆに培養液を供給できる。
【００５０】
　図１から図３を参照すると、水平排水管２は、一組のプランター本体１・１の底部に略
水平状態に配置されている。図３又は図４を参照すると、水平排水管２は、プランター本
体１の底部から排出される余剰の培養液を回収できる。そして、これらの水平排水管２で
回収した培養液を散水管１１ｐに供給することで、複数のプランター本体１に培養液を循
環できる。
【００５１】
　図２から図４を参照すると、プランター本体１は、排水溝１１ｄ、複数の排水孔１２ｄ
、及び、一組の傾斜面１１ｓ・１２ｓを底部に有している。排水溝１１ｄは、プランター
本体１の底面に方形に穿設している。又、排水溝１１ｄは、プランター本体１の底面の長
手方向に沿って延びている。なお、排水溝１１ｄは、プランター本体１の底面の端部に偏
在してもよく、プランター本体１の底面を傾斜面１１ｓ又は傾斜面１２ｓのみで構成して
もよい。
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【００５２】
　図２から図４を参照すると、複数の排水孔１２ｄは、排水溝１１ｄの底面から鉛直方向
に貫通している。一組の傾斜面１１ｓ・１２ｓは、プランター本体１の底面に形成してい
る。これらの傾斜面１１ｓ・１２ｓは、排水溝１１ｄに向かって下り傾斜している。これ
により、余剰の培養液を排水溝１１ｄに速く流下でき、複数の排水孔１２ｄから余剰の培
養液を速く回収できる。
【００５３】
　又、図３を参照すると、プランター本体１は、通水性を有する排水マット１５を底面に
敷設している。排水マット１５は、排水溝１１ｄを塞がない状態で、プランター本体１の
底面に敷設している。排水マット１５には、排水層Ｌｄを積載している。排水層Ｌｄは、
通気性及び保水性を有する粒状の軽石などで構成することが好ましい。排水層Ｌｄには、
培養土Ｓｆを積載している。
【００５４】
　図３を参照すると、プランター本体１は、排水溝１１ｄを塞がない状態で、プランター
本体１の底面に排水マット１５を敷設しているので、培養土Ｓｆに植栽した植物の根が排
水層Ｌｄを通過して、底面側に伸びても、排水マット１５に阻止されて、排水溝１１ｄを
塞がないので、植物の根の成長に起因する排水孔１２ｄの詰りを抑制できる。
【００５５】
　図２又は図４を参照すると、排水孔１２ｄには、鉛直排水管１４を嵌合させている。鉛
直排水管１４は、その下端部側がプランター本体１の底面から突出している。一方、水平
排水管２は、鉛直排水管１４の下端部側と接続自在な接続口２ｃを外周に開口している（
図２参照）。これにより、プランター本体１を水平排水管２に向かって設置すると、水平
排水管２は、余剰の培養液を導水できるように、複数の排水孔１２と直結できる。
【００５６】
　図１から図４を参照すると、実施形態によるプランター１０は、プランター本体１の底
面の長手方向に沿って延びる排水溝１１ｄと、排水溝１１ｄに向かって下り傾斜した一組
の傾斜面１１ｓ・１２ｓをプランター本体１の底面に設けると共に、プランター本体１の
底面に排水マット１５を敷設し、排水溝１１ｄに貫通した複数の排水孔１２ｄをプランタ
ー本体１の底部に配置した水平排水管２に直結することで、排水孔１２ｄの詰りを抑制で
きると共に、水平排水管２に異物が混入することなく、培養液を円滑に循環できる。
【００５７】
　（プランター及び水平排水管の構成）
　次に、実施形態によるプランター本体１及び水平排水管２の構成を説明する。図１から
図４を参照すると、プランター本体１は、合成樹脂からなることが好ましく、合成樹脂を
成形して、二つの仕切り板１３・１３で内部が区画された直方体状のプランター本体１を
得ることができる。
【００５８】
　図１から図４を参照すると、プランター本体１は、半円弧状の溝部１３ｓを両端部の上
面に形成している。これらの溝部１３ｓ・１３ｓには、散水管１１ｐを載置できる（図４
参照）。図４を参照すると、散水管１１ｐは、培養液をプランター本体１に散水できる。
【００５９】
　図１から図４を参照すると、プランター本体１は、凹部１１ｃと一組の支持脚片１１ｆ
・１２ｆを底部に有している。凹部１１ｃには、水平排水管２を外周方向から導入できる
。一組の支持脚片１１ｆ・１２ｆは、プランター本体１の底部の両側から突出している。
【００６０】
　図４を参照すると、一方の支持脚片１１ｆは、水平排水管２を前面から視認困難に、水
平排水管２を覆っている。これにより、プランター１０は、水平排水管２を外部に露出さ
せないので、景観を向上でき、意匠性に優れている。
【００６１】
　図３又は図４を参照すると、プランター本体１は、長手方向に沿って、一方の支持脚片
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１１ｆに雌ねじ部１１１を連設している。第１アングル部材１１ａの一片に開口したボル
ト穴を介して、ボルト部材を雌ねじ部１１１に締結することで、第１アングル部材１１ａ
の一片を一方の支持脚片１１ｆの外面に固定できる。
【００６２】
　図３又は図４を参照すると、プランター本体１は、長手方向に沿って、他方の支持脚片
１２ｆに雌ねじ部１２１を連設している。第２アングル部材１２ａの一片に開口したボル
ト穴を介して、ボルト部材を雌ねじ部１２１に締結することで、第２アングル部材１２ａ
の一片を他方の支持脚片１２ｆの外面に固定できる。
【００６３】
　（壁面緑化装置の構成）
　次に、複数のプランター１０を備えた壁面緑化装置の構成を説明する。図５は、前記実
施形態による壁面緑化用プランターを縦横に配置した壁面緑化装置の構成を示す正面図で
ある。
【００６４】
　図６は、前記実施形態による壁面緑化用プランターを縦横に配置した壁面緑化装置の構
成を示す斜視分解組立図である。図７は、前記実施形態による壁面緑化用プランターを縦
横に配置した壁面緑化装置の構成を示す正面図であり、つる植物を登攀可能な緑化柵を架
台から取り外した状態図である。
【００６５】
　図４から図７を参照すると、本発明の一実施形態による壁面緑化装置１００は、複数の
プランター本体１と一組の水平排水管２・２を備えている。プランター本体１は、建物の
壁面Ｗｅの前面に縦横に配置されている。図１から図４を参照すると、プランター本体１
には、植物を植栽できる。プランター本体１は、散水管１１ｐから内部の培養土Ｓｆに培
養液を供給できる。
【００６６】
　図４から図７を参照すると、壁面緑化装置１００は、一組のプランター本体１・１を長
手方向に沿って上段に連設している。又、壁面緑化装置１００は、一組のプランター本体
１・１を長手方向に沿って下段に連設している。
【００６７】
　図４から図７を参照すると、水平排水管２は、一組のプランター本体１・１の底部に略
水平状態に配置されている。図４又は図６を参照すると、水平排水管２は、プランター本
体１の底部から排出される余剰の培養液を回収できる。そして、これらの水平排水管２で
回収した培養液を散水管１１ｐに供給することで、複数のプランター本体１に培養液を循
環できる。
【００６８】
　（架台の構成）
　次に、壁面緑化装置１００に備わる架台１Ｒの構成を説明する。図４から図７を参照す
ると、架台１Ｒは、複数の槍出支持金具３、三つのスタンド４、及び、緑化柵５で構成し
ている。槍出支持金具３は、図示しないボルト部材を用いて、その基端部を建物の壁面Ｗ
ｅに固定している。又、槍出支持金具３は、その先端部側を略水平状態で建物の壁面Ｗｅ
から突出している。
【００６９】
　図４から図７を参照すると、槍出支持金具３は、水平方向に三列、鉛直方向に三段に配
列している。列方向に配置された下段の槍出支持金具３は、管用のサドルバンド３１ｂを
用いて（図６参照）、水平排水管２を支持している。同様に、列方向に配置された中段の
槍出支持金具３は、管用のサドルバンド３１ｂを用いて（図６参照）、水平排水管２を支
持している。
【００７０】
　図４から図７を参照すると、列方向に配置された上段の槍出支持金具３は、それらの先
端部をスタンド４の上部に着脱自在に固定している。同様に、列方向に配置された中段の
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槍出支持金具３は、それらの先端部をスタンド４の中間部に着脱自在に固定している。更
に、列方向に配置された下段の槍出支持金具３は、それらの先端部をスタンド４の下部に
着脱自在に固定している。このように、架台１Ｒは、九つの槍出支持金具３と三つのスタ
ンド４で骨組みしている。
【００７１】
　図４から図７を参照すると、架台１Ｒは、長尺の第１アングル部材１１ａと長尺の第２
アングル部材１２ａを備えている。第１アングル部材１１ａは、その一片を一方の支持脚
片１１ｆの外面に固定できる。同様に、第２アングル部材１２ａは、その一片を他方の支
持脚片１２ｆの外面に固定できる。
【００７２】
　図４又は図６を参照すると、第１アングル部材１１ａ及び第２アングル部材１２ａは、
それらの他片を槍出支持金具３に着脱自在に固定できる。列方向に配置した一組のプラン
ター本体１・１を第１アングル部材１１ａ及び第２アングル部材１２ａで固定後に、水平
排水管２を跨ぐように、一組のプランター本体１・１を三つの槍出支持金具３に載置し、
第１アングル部材１１ａ及び第２アングル部材１２ａの他片を槍出支持金具３に固定する
ことが好ましい。
【００７３】
　図４から図７を参照すると、スタンド４は、Ｃ形チャンネル部材からなり、その前面に
三つの短尺の受け金具４１を高さ方向に配列している。一方、図４から図７を参照すると
、緑化柵５は、複数のフックボルトで固定された複数のアングル部材５１を裏面に有して
いる。アングル部材５１を複数の受け金具４１に載置し、アングル部材５１を複数の受け
金具４１にボルト部材で固定することで、緑化柵５を建物の壁面Ｗｅと対向した状態で配
置できる。
【００７４】
　図４を参照して、ビナンカズラ（美男葛）などのつる植物をプランター本体１に植栽す
ることで、緑化柵５につる植物を登攀できる。緑化柵５をつる植物で覆うことで、いわゆ
る、グリーンカーテンを形成することで、直射日光から建物の壁面Ｗｅを遮蔽できる。
【００７５】
　［壁面緑化用プランターの作用］
　次に、実施形態による壁面緑化装置１００の構成を補足しながら、プランター１０の作
用及び効果を説明する。図５又は図７を参照すると、上段の水平排水管２は、その一端部
側が閉塞され、他端部側が鉛直排水パイプ２１に接続している。同様に、下段の水平排水
管２は、その一端部側が閉塞され、他端部側が鉛直排水パイプ２１に接続している。水平
排水管２は、鉛直排水パイプ２１に向かって、僅かに下り傾斜するように配置することが
好ましい。
【００７６】
　図５又は図７を参照して、鉛直排水パイプ２１の延長先にポンプ（図示せず）を設置し
て、余剰の培養液を回収すると共に、この培養液を散水管１１ｐに供給することで、複数
のプランター本体１に培養液を循環できる。
【００７７】
　図２から図４を参照すると、複数の排水孔１２ｄは、排水溝１１ｄの底面から鉛直方向
に貫通している。一組の傾斜面１１ｓ・１２ｓは、プランター本体１の底面に形成してい
る。これらの傾斜面１１ｓ・１２ｓは、排水溝１１ｄに向かって下り傾斜している。これ
により、余剰の培養液を排水溝１１ｄに速く流下でき、複数の排水孔１２ｄから余剰の培
養液を速く回収できる。
【００７８】
　図３を参照すると、プランター本体１は、排水溝１１ｄを塞がない状態で、プランター
本体１の底面に排水マット１５を敷設しているので、培養土Ｓｆに植栽した植物の根が排
水層Ｌｄを通過して、底面側に伸びても、排水マット１５に阻止されて、排水溝１１ｄを
塞がないので、植物の根の成長に起因する排水孔１２ｄの詰りを抑制できる。
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【００７９】
　図１から図４を参照すると、実施形態によるプランター１０は、プランター本体１の底
面の長手方向に沿って延びる排水溝１１ｄと、排水溝１１ｄに向かって下り傾斜した一組
の傾斜面１１ｓ・１２ｓをプランター本体１の底面に設けると共に、プランター本体１の
底面に排水マット１５を敷設し、排水溝１１ｄに貫通した複数の排水孔１２ｄをプランタ
ー本体１の底部に配置した水平排水管２に直結することで、排水孔１２ｄの詰りを抑制で
きると共に、水平排水管２に異物が混入することなく、培養液を円滑に循環できる。
【００８０】
　図４を参照して、実施形態によるプランター１０は、つる植物をプランター本体１に植
栽することで、緑化柵５につる植物を登攀できる。緑化柵５をつる植物で覆うことで、い
わゆる、グリーンカーテンを形成することで、直射日光から建物の壁面Ｗｅを遮蔽できる
。
【００８１】
　本発明による壁面緑化用プランターは、次のような効果がある。
　（１）余剰の培養液を排水溝に速く流下できる。
　（２）植物の根の成長に起因する排水孔の詰りを抑制できる。
　（３）水平排水管に異物が混入することなく、培養液を円滑に循環できる。
　（４）つる植物をプランター本体に植栽することで、直射日光から建物の壁面Ｗｅを遮
蔽できる。
【符号の説明】
【００８２】
　１　プランター本体
　２　水平排水管
　１０　プランター（壁面緑化用プランター）
　１１ｄ　排水溝
　１１ｓ・１２ｓ　一組の傾斜面
　１２ｄ　排水孔
　１５　排水マット
　Ｓｆ　培養土
　Ｗｅ　建物の壁面
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